
令和 5年度 全国学力・学習状況調査の結果 

〈国語〉 

 

〈分析〉 

○知識及び技能に関する問題の正答率が県平均よりも高く、全国平均と同じであった。 

▲思考・判断・表現に関する問題の正答率が神奈川県及び全国平均よりも５～６％低い結果となった。 

〈改善に向けての手立て〉 

習得した知識を活用し、表現していく場面を増やすことにより、思考力・判断力・表現力を高められるように指導していく。

また子どもたち同士が話し合いながら協同的に学習を進め、互いの表現力を高めていく姿を目指したい。 

〈算数〉 

 

〈分析〉 

○答えを直接問われる形式の問題の正答率が高く、基本的な計算力が身に付いている児童が多い。 

▲複数の図やグラフを見ながら解決する必要がある問題の正答率が低い傾向が見られた。問題の内容を把握し、必要

な情報を活用していく力に課題があると考える。 

〈改善に向けての手立て〉 

文章題の中で問われていることは何なのかをクラス全体で共有する時間を増やしていく。また授業の中で「自分で考える

時間、近くの友達と考える時間、全員で考える時間」と、様々な形態の交流を行っていきたい。 


